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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文は第１章から第 6 章で構成されている。 
第１章では研究の背景と目的について述べられている。研究対象のインドネシア共和
国スラバヤ市は，2001 年の環境汚染問題による Keptih 最終処分場の閉鎖により，市内
に廃棄物が不法投棄されるなど廃棄物管理は制御不能な状態へと陥った。北九州市の主
導で，2002 年からスラバヤ市は廃棄物管理改善に取り組み，廃棄物の 50%以上を占め
る生ごみのコンポスト化に係る技術支援により，高倉式コンポストが開発された。文献
調査からは，スラバヤ市での高倉式コンポストによる改善効果と普及・定着した要因，
並びに技術的評価と活用について明らかにされている。しかし，経済成長著しい近年の
調査による評価ではないため，本研究の目的を『急激な経済成長の中で「高倉式コンポ
スト」の役割と廃棄物減量化への有効性，並びに，当技術が普及した理由を明らかにす
ること』として現地調査を実施した。 
第 ２ 章 で は 研 究 方 法 を 示 し た 。 廃 棄 物 管 理 に 係 わ る ス ラ バ ヤ 市 ，
NGO(Non-Governmental Organization)，住民等 8 者から「コミュニティ組織」「キャ
ンペーンの概要」「高倉式コンポストの普及理由」「高倉式コンポストの廃棄物施策への
貢献・効果」について聞き取り，主婦からは「コンポスト化の基本的な情報」「コンポ
スト化に取組んだ実感に関する情報」等についてアンケート調査を実施したことが述べ
られている。 
第３章では聞き取り調査から得られた情報を箇条書きでまとめている。そして，スラ
バヤ市から提供を受けたデータ「SGC キャンペーン等の参加数」「地域環境リーダー及
び環境ファシリテーター数」「高倉式コンポストの無料配布数」「スラバヤ市の Benow
埋立処分場廃棄物搬入量・人口・GRP(Gross Regional Product)の推移」「ごみ銀行の
開設数」については，グラフまたは表で示されている。 
第４章では，第３章の結果に基づき考察がなされている。すなわち，スラバヤ市では，
主婦を中心に，高倉式コンポストを納得できる技術として高い満足度を持ち，2014 年
には累計 57,100 個，スラバヤ市全世帯数に対する普及率は 6.3%と推定された。家庭
での生ごみコンポスト化による生ごみ処理量は 48 t/日であり，コンポスト化による削
減への寄与は限定的であったが，コミュニティの資源ごみ回収システム「ごみ銀行」を
促したり，行政によるコンポストセンター整備へと波及するなど，廃棄物の資源化を促
進し，大幅な廃棄物減量化がなされた。このようにしてスラバヤ市の廃棄物管理改善は
進展し，GRP 当たりの廃棄物発生量は 2006 年以降減少傾向を示し，2014 年には約 
70%の削減(2006 年比)が達成されている。また，これを一人当たり の GRP に対する
廃棄物発生量として評価すると，同程度のアジア及びラテンアメリカの他都市と比較し
て，2011 年からその差異が明確となり、低いレベルで安定化し，2013 年からは半分
にまでなっている。 
第５章では，将来展望として他の開発途上国への展開について考察がなされている。
その結果，高倉式コンポストは技術移転に必要とされる『現地の状況に合わせて展開す
ることができる適正技術である』と評価されている。また，廃棄物管理改善が地域で定
着するためのポイントとして，「行政の強い係わり」「不足する資源の獲得」「適正な技
術」「住民参加」「定着化」の 5 項目が抽出提案され，特に廃棄物管理は行政が責任をも
ってマネジメントするべきであり，行政には改善に向けた強い意志とリーダーシップを
発揮することが求められると考察している。 
第６章は結論である。高倉式コンポストの役割と廃棄物減量化への有効性，高倉式コ
ンポスト技術が普及した理由，スラバヤ市廃棄物管理改善の他都市への展開に関する結
論が箇条書きで簡潔にまとめられている。 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文に関し，論文審査委員及び公聴会出席者より，北九州市と比較したスラバヤ市の
環境行政の特徴，その特徴に基づく高倉式コンポスト法普及の要点，数字的には生ごみコ
ンポスト化だけで廃棄物発生削減にそれほど大きな寄与が算定できないにもかかわらず，
実際にスラバヤ市で大きなごみ削減の成果が達成された理由等につき質問があったが，い
ずれについても著者から十分な回答があり，質問者の理解が得られた。特に，市民組織に
よるリーダーが草の根的に増加拡大していることがわかり，参加者の大きな納得が得られ
た。以上により，論文審査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
